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老人保健法に基づく機能訓練事業の日常生活

自立度に及ぼす効果に関する研究
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目的　老人保健法における機能訓練事業への参加者と非参加者における1年後の日常生活自立度

の変化を比較検討することによって，機能訓練事業の有効性を評価することである。第二の

目的は機能訓練事業の効果の特徴を分析することにより，今後の機能訓練事業のあり方を明

らかにすることである。

対象と方法　対象は7府県下54市町村で概ね過去5年間に機能訓練事業に最低1年以上参加した

人（機能訓練群) 669人，参加が必要と考えられ登録されたが参加しなかった人（非参加群）

1,110人であった。調査は，機能訓練事業担当の職員による訓練記録からの転記によった。

日常生活自立度は厚生省「障害老人の日常生活自立度（寝たきり度）判定基準」（以下，自

立度と略す）の8段階で評価した。機能訓練事業の効果の評価は自立度の変化（改善度）の

割合を2群間での比較により行った。

結果　1.　非参加群と比較し，機能訓練群における自立度の変化では，男女ともに，いずれの年

齢階級でも有意な改善を認めた（P＜.01）。 2.　性・年齢をコントロールした多重ロジステ

ィック回帰分析の結果，機能訓練の効果は自立度別ではランクJ, A, Bで認め，特に，ラン

クAでその効果は大きかった（P＜.01）。 3.　機能訓練群における自立度の変化では性差は

なかったが，若年ほど悪化の割合が少ない傾向にあった。4.　基礎疾患別では脳卒中がその

他の疾患と比べ悪化の傾向が少なかったが，訪問指導利用ありでは悪化が多く有意差を認め

た（P＜.05）。ADL改善の割合は最高でも移動の7.2％であり，自立度の改善割合16.4％の

半分以下であった。機能訓練開始1年後と比較し，2年後では自立度は有意に悪化していた

（P＜.01）。

結論　機能訓練事業群では非参加群と比較し，自立度において有意な悪化予防効果を認めた。機

能訓練事業は，日常生活の自立に関して有用な事業であると考えられた。準寝たきりや「閉

じこもり」など虚弱者の自立度の悪化の予防，つまり，寝たきり予防に有効であることが示

唆された。今後，機能訓練事業を寝たきり予防，QOLの向上を目的としたより効果的な事

業にするための長期縦断研究が是非必要である。
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